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本事業の農業水利施設を整備することで、維持管理の負担軽減や水管理の省力化・水利施設の安全性の向上を図る。

⑧写真及び図
面

設計・工事 供用開始

実　績 採択申請

供用開始に向けた取り組み

目　標 設計・工事 設計・工事

３２年度
目標値

（３７年度）

農業水利施設

目　標 安全施設整備 減圧弁改修 減圧弁改修 供用開始

実　績

平成３１年度 ・　減圧弁施設改修工事　委託設計業務　　　　減圧弁施設整備工事　１基

平成３２年度 ・　減圧弁施設整備工事　２基

⑦成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値

（２９年度）
３０年度 ３１年度

特定財源名 （a）または（b）の名称 農業水利施設保全合理化事業 （c）の名称

⑥事業計画

年度 実施する具体的な事業の内容

平成３０年度 ・　安全施設整備工事　委託設計業務　　　フェンス改修工事L=229m

計(a～d) 10,000,000 41,000,000 10,200,000 60,000,000 70,000,000

(d)一般財源 2,000,000 8,200,000 2,200,000 12,000,000 14,000,000

(c)地方債等

(b)県費 8,000,000

(a)国庫 8,000,000 32,800,000 48,000,000 56,000,000

④実施方法  　 ■直接実施　　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

⑤事業費
【単位:円】

　28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

財
源
内
訳

事業実施
（予定）年度

H30～H32
基本計画の該当個所 施策の柱１３－５

③事業内容

本地区の農業水利施設（既設減圧弁）地下埋設型になっているため、降雨時には雨水が地下施設内に入り込むことで、部品等もサビで劣化が
著しく、部品を補修するための施設内の雨水の排除と蓋が膠着状態で開閉も人力では容易にできない状況にある。また、ため池や沈砂池周辺
のフェンス・門扉も耐用年数が経過しているために、老朽化や塩害による腐食、台風による倒壊等もあり、人が安易に侵入できるために台風や
大雨時のパトロールや周辺の草刈り作業の維持管理に多大な労力と費用負担が生じているために早急に既設減圧弁・ため池周辺のフェンスの
改修整備を行う必要がある。

【働く】施策の柱１３

①予算事業名 農業水利施設保全合理化事業 予算科目 ６－１－５－１３ 基本構想上の位置づけ
上段：「島づくり目標」
下段：「施策の柱」

連携する産業振興

くらしの立つ農業地域づくり

②担当部課名 建設課


